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ヒメタイヌビェにおける高節位分けつ穂の
発 生 に つ い て
西 克 久
水f酎こ特異分枝あるいは二段穂 (抱かり穂または八東穂)と言われるものがある (寺沢
1935).これは 1本の茎で旧端の穂のほかに他の節から出た地がある状態のものを 言い,
過去に多少0)報告例がみられる (笠原 1932,寺沢 1935,1937,1944,小池 1942,山本 ･宮
林 1944,坂元ら 1968).とくに頂端の穂のほかに最上位の節 (穂首の次位にある節)か
ら出た穂は抱かり穂と呼ばれている.水稲にirLS節位分けつ穂かあるのであれは,他のイネ
科植物にも存在するのではないかと考えられるが,水稲以外の植物ではこのような報告例
は少ない (tL原 1951,西 1968).筆者は過去数年間ヒ}タイヌtlt工の生育試験を続けてい
るが,ヒメタイヌビェにも水稲にみられたような[た;節位分けつ穂がみられた.しかもその
発生は年によってかなりの迎いがあることが認められ,また,水稲には報告例のない1本
の茎から4,5個の穂か出ている四段触あるいは五段穂がみられた (西 1976).そこで,l-･:;)
節位分けつ穂についての銅査をまとめて,その発生状況についてぷ千の考繁を行なった.
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海年6月上旬に その前年庫の ヒメタイヌヒェ (Echmochloacrus一gallivar･formoI
sensISOhwl)を播種し,6月下旬に5薬 15cm の幼植物を当研究所の閉場に設際した 1
区の面揖 9m2 (4.5×2m)の試験区に1株 1本ずつ移柏した.成他密度は第 1回のよう
に疎植区ては粂間 (第 1国境の方向)40cm,株間 (同園縦の方向)38cm で1区60個体
(6.7個体/m2),密柏区では粂間 30cm,探聞 28cm で1区105個体 (ll.7個体/m2)と
した.水稲との混植区では4個 (樵)のヒメタイヌビェ個体間の中央の位牌で1珠おきの
場H)Jhこ水稲 (品柾アケボノ)の幼植物 (4兼 15cm)を移植した.従って栽植密度は妹柵
の混植床 では 1区82個体 (9.1個体/m2), 軒樋の混植区では1区147個体 (16･3個体/
m2) となる.また,混摘区で前述の と}タイヌビ-と水桶の関係を逆にして 多数の水稲
の中に少数のと}タイヌビェが混植された状態の間統区も設けた.雑草のヒエは肥料費泉
の吸収が非常に強くて (江原 1954)大株となりやすいので,すべての区は 煉肥料条件と
した.ただし,昭和 47,48両年には無肥料区のはかに施肥料区を設けた_施肥JiIiは水稲
に準じて7-'L,あたり窒如,燐酸,加取を各 O.8kgの割合で化成肥料を 全品基肥として
施用した.そして,9月10日ごろに出地 し,下旬に刈取って諸種の調査を行ri:った.生
育途中に発生した雑草は抜き取って,除草の状態に保った.
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結 果 お よ び 考 察
ヒメタイヌビュお よび水稲の高節位分けつ鞄は′'jlliIに/T,-す ごときものである. ヒノタイ
プヒ`ェの前節位分けつ鰍 よ水稲の抱か り機とは迎･,て,頂端の船か ら3-5節 下からJl:.ず
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第 1表 ヒメタイヌビ-の高節位分けつ租の発生率(%)の年次変動
(1) 無 肥 料 区
(2)施 肥 料 区
るものが多く.1本の基から2個以上の租が出ているものをいう.その年次別あるいは栽
植方法別の発生率 (各試験区全個体数中の高即位分けつ穂のある茎をもつ個体数の割合)
は第 1表のようである. ヒメタイヌビェの嵩節位分けつ穂はいずれの区でも昭和45年に
異常に多く発生している.それ以外の年でも1-数%内外 (間胆区では数%～数十%)の
発生がみられる.栽他方法別にみれば疎値,密帖を通じて,間植区のヒメタイヌビ-が他
の区のものより昭和46,51年を除いて明らかに高節位分けつ穂の発生率が大きい.また,
昭和47,48両年における施肥料区と無肥料区とを比較すると,昭和47年の間植 ･智柏区
を除いて,他はすべて施肥料区に高節位分けつ穂の発生が多くなっている.
この高節位分けつ粕の発生と茎数の大きさとの開床をみるために,第2表 に栽稚方法
解2表 ヒメタイヌビ-の個体あたり茎数 (平均値)の年次変軌
(1)無 肥 料 区
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刺,年次別の茎数の大きさを表わした.無肥料区では疎純で判蔽区,混枯区を通じて個体
あたりの茎数は31-58本であり,掛値では同様に22-34本であって,ヒメタイヌビ-紘
分けっして個体あたり50本以上になることがわかる.また間槌区のその茎数は 16-52本
で年次と栽秘密度による差が大きく,疎椎でみると昭和 46年の52本と51年の22本のよ
うに年によってはかなり追う場合がある.施肥区では射1良でJ竹松区,混植区を通じて50-
68本,密櫓で36-47本と空間があって避分が あれば1個体が 60数本にもなることを示
している.この茎数の大きさと講盲節位分けつ槌の発生率との関係を第2図に示したが,そ
れにみられるように茎数の大きさと拓節位分けつ穂の発生との間には一定の関係はみられ
なかった.また昭和47,48両年の施肥区の茎数は無肥料区の1.3-2倍になっており,
高節位分けつ穂の発生率も大きいが,茎数とfLl-節位分けつ袖の発生率との間には一定の関
係はみられない.
次に第3表の1本の茎の最多高節位分けつ粘数別にみた;.:占節位分けつ拙着生個体数をみ
ると1本の茎に最も多くの槌が着いているものは5個のものがあり, これは47年に聞肺
区の無肥料区のヒメタイヌビ-にみられたものである,また4個の穂を出しているものは
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第 3表 Jl立多 高 節 位 分 け つ 組 数 別 の 胴 体 数
(1) ヒエ軌 混柵区
a 撫 肥 料 区
_ ･.二 二 正 二三二二 二 二⊥ 三 i iL三相 ~'.､●FT 無± 二 二 二
昭和44年 疎 枯(Li;監 2 02 0
0 0
1 0
8
8
10
7
0 0
0 0
???
?
????????
?????
?????
? ?
??
?
?
?
*疎地区 60個体あたり
密柑区 105 /I
58世 (1979) 85
(2) 間租区のヒエ
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昭和47,48,49年の間組区,昭和 45年の韓根の単椎,混植区,昭和 47年の疎権の混植
区にみられる.他方2個の高節位分けつ捜しか生じていないのは昭和 44,46,51年の単,
混穐区,昭和46年の間植区のものなどであり,これらの中には栽植密度によっては高節
位分けつ穂を全く生じない場合もある,
以上述べたようにヒメタイヌビ-の謁節位分けつ穂の発生は年によって違い,非常に多
い年 (昭和45年)とほとんどみられない年 (昭和 51年)とがあり,その年の気象条件と
の関係が大きいと考えられる.ところでこれまでにヒエの高節位分けつ穂の発生について
はあまり報告はみられないが.水稲については多少の報告がみられる.高節位分けつ穂に
ついての最初の報告例は笠原 (1932)の ｢昭和6年新潟県中磯原郡内に於ける早稲山崎輔
気象関係による不稔現象に就きての考察｣の論文と思われる.同氏は主茎の地上部の節よ
り分枝したものを特典分枝と言っているが,本報告の高節仕分けつに相当するものであ
る.同論文によれば水稲に特異分枝が生ずるのは生長が盛んな時期に深く湛水したとき,
あるいは稔実期に田面を川起して丑分の吸収を妨げ,または開花後に一時に過多の肥料を
与えた場合などとし,山崎榊の特異分枝は7月中の気候が変調のために出穂が遅延して稔
実が不十分であったところ,気候が一変して回復し,不稔のために体内に我分が残ってい
たのと,塀境が良くなったために生育良好となって生じたものと推離している.次いで寺
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拷 (1935,1937)によれば抱かり穂は一種の典常秘であって,昭和9年の凶作年に宮城県
下の水稲田に広く発生をみたとされている.鞄かf)租は銀坊主,陸羽132号,亀の｣占,輿
羽1号,奥羽2号のようなq･生種に発生が多く,巽東施用丑が多く,移旭jt,lが鳳れるほ
ど,植付の深さの大きいものほと発生が3,いと吉hjtている.また抱かり穂の発生は玉梓
に多く分けつに少なく,分けつでも下位の節から発生した威勢な分けつに多いと言われ,
概して大きな鞄に附随している.砲かり秘は稲の分けつ期間中に一時的に分けつの機能が
抑Efされ,その後その陣寮が除去された｣易合に分けつの余勢が地 ヒ部 ヒ位の節からの発生
となったものと考えられる.以上のようなことから寺滞は抱かり砧は水稲の分けつ期の低
氾少照の異常天候に由来するところが大きいと推論している,また小池 (1942)も俄培条
件との関係で植付の深さが大きいとき,播粗放が少なく苗代日数が長い場合に抱かり槌が
多く発生すると言う.さらに寺滞 (1944)は短日処理によっても水稲の抱かり鞄を誘発さ
せることができることから.適当な時期 (分けつ脱間中の特定の時期)の短日処艶は兼題
生長の盛んなものを急激に生殖生長へと転換させた結果,米菓生長の余勢が抱かり粗とな
って出現したものとみている.
近年では昭和42年に宮崎県でかなりの高位分けつ槽の発生が坂元ら (1968)によって
報告されている. この場合の二段租の発生は止楽節の3節下からの発生で主神が展も多
く,次いで5-6号の低位分けつ茎に多かったと述べられている.また二段柚は稲作後期
(穂はらみ期～穂ぞろい期)に重点的に望讃肥料を多用した条件下で多く発生している.
この発生の誘因について分けつ期に少照であったものが分けつ後〕抑こなって異常な多照と
なり,また後期の窒素の施用とともに高位の休眠すべき芽が分けっして二段租の発生が促
進されたものと推論されている.しかし,この二段轍はその桧葉もよくなく正常穂より低
い位位をしめるために脱穀機にかけることができず,収丑への貢献はできなかったとして
いる,また昨年兵倖県で水稲コシヒカI)に二段轍の発生がなられている.この場合は上か
ら二段目の節から分けつし,穂の高さがそろっているのが珍らしい例といわれている.こ
のコシヒカリの二段穂の発生は昨年夏LC)異常砧配と水分不尺に由来するものと考えられて
いる.近時の水稲栽培法の一つとして行なわれている後淵】'LTf,L託の施肥法では龍節位分けつ
穂が多いといわれ,水稲の多収樺栽培を考える上で考慮せねばならない-問題点と思われ
る
さて雑草のヒエの高節位分けつ穂については山脇ら (1977)の報哲がある.同氏らはタ
イヌビ-を用いて,その判厄の場合と水稲との浪板の場合の生育実験を行ない,高節位分
けつは分けつ茎あたりの物質生産力の増大によって各節の分けつ芽への転流茄が増加した
ために生ずるであろうとしている.
先に述べたように ヒメタイヌビェの高節位分けつ穂の発生は年次によって非常に異な
り,年次によって異なる条件の中でも大きいものは気負条件と考えられる.また,荊述の
タイヌビェの物質生産力の増大も先負条件に彫耶されろところが大きく,従来の報告例か
らも気温の膨轡が大きいとされているので.当研究所岨場の7-9月の気温の変化を調べ
てみた.
第3-5図は昭和44-51年の7月から9月までの9時における3半句移動平均気温の
変化を表わしたものである.それによれば介政の夏期の気温の変化は3型に分けられる.
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第1の盟 (第3図)紘-峰型とも考えられ,8月上旬に打鼠のときがあって,それを過ぎ
ると急速に知見が低 卜して行く型で,即 日48,49,51年はこれに紙する,第2の塑 (節
4岡)は残-i:Aとも考えられるもので, 'Jt弧の 卜降Jglカ㌧ヒ棟的良く,その他 卜がゆるやか
で人体にいつまでも署く感じられる盟で,昭和44,46,47年はこれに)成する.そして第
3型 (第5回)は二棒型とも考えられるもので,高温のときが一夏に2Lgある型で8月末
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第 5凶 9時の支払の針 ヒ:ニ推理 (半句ITL･均値の3半句移助平均)
から9月初めにr=B･さがぶりかえし,昭和45,50年は この型に拭する 高節位分けつ穂の
発生が故も多くみられた昭利45年は二位型にkjSL,またその発LLが比較的多い昭和50年
も同哩に入る.間桝区のヒメタイヌビュの高節使分けつ臓の比校的多かった昭和47年は
残暑型であったが8月末から9月初めにかけて一時的にF,':j弧のときがあり,さらに昭和
47年に次いで高節使分けつ穂の発生が比較的多い昭和48年は一株塑であるが,7-8月
が例年に比べて1oC内外高目に経過していて比較的高温の年であった.反対に高節位分
けつ穂の発生がほとんどみられなかった昭和51年は,8月末から9月初めの9時の気温
が24.5oCと非常に低くなっている.
以上の点から考えれば, ,I:.I;節位分けつ船 主8月末から9月初めの9時の気温が260C以
上の年 (第3-5回参酌)には発生しやすく,それ以下の年には発生しがたいと考えられ
る,またこれを最高気温からみれば8月末から9月初めの値が30oC以上の年には発生し
やすく,それ以下の年には発生しがたいといえる,そして当研究所使順 ではヒメタイヌビ
ェの出稚期は9月10日ごろであるので,山地10日前ごろの気温の高低がlti節位分けつ穂
の発生と何らかのLM係があり,高配の年に札-:誹 位に芽が形成されて分けつ蝕の発生にい
たるが,低温の年にはこのような現象はみられないものと推察される.
本試奴と同時に水稲 (晶庖アケポノ)も数カ年生育試験を触統しているが,昭和51年
に準位区で1本の茎から2個の地を出しているものが1個体見つかっただけであった.水
稲に比べてヒメタイヌビエではFiJ節位分けつ穂の発/Jiが多くみられる.
水稲田に白然発生したヒメタイヌビェの調節仕分けつ穂の発生については,筆者が昭和
41年に水稲不朋起叔培田中の ヒメタイヌビェについて調べた結果 (西 1968),砧即位分
けつ地を有する個体は79%もの高率になっていたので,年によっては相当多数の個体に
高節位分けつ穂が発生していることが推舞される.また,ヒタメイヌビ-以外のノビェで
け.当研究室の採非漂射こついて調べたところ,その出現率はタイヌビ-15%,ケイヌ
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ビェ7%, ヒメイヌビェ8%,(ヒメタイヌビェでは 7%), 各席頴を 平均 して 10%で,
タイヌビェかやや多いほかは礎夙による差はあまりなかった (西 1968).
高節位分けつに幽 して永松 (1952)は ヒエは高節位からの分けつが櫨めて盛んであると
し,また江原 (1951)は ヒエでは上位節の芽が庭めてひんはんに発育 して地上分けつを形
成することが注目されると述べているように, ヒ叫･こおける高節位分けつの発生は水稲に
比較 して非常に多 く,高節位分けつ秘が充悲 しやすいことは ヒエの一つの情政とも考えら
れる.
摘 要
水EElに栽植 した ヒメタイヌビェてはほとんど毎/rFのように敬%の高節位分けつ穂,主と
して二段蝕が発生 しているが,と くに特定の年 (昭利45年)に多発生 した. ヒメタイ ヌヒ
エのFil]節位分けつ穂の発't:.は年による違いが大きいが,このほかに北柏条件による違い,
と くに ヒメタイヌビ-Cjqilf酬卦体肝より,イネ個体群中の ヒメタイヌビェに発生が多い.
年による発生の僅度の違いは 気象粂仇 とくに 気温の変化に よるところが 大きいとみ ら
れ, ヒメタイヌビ-の 生別 切問の7-9月の気温変化の中で 出穂 10目前 ごろの8月末か
ら9月初めの気温が 9時の気T7.Lでみて 26oC以.Lの年, G JTLIJ兄鼠で言えば 30oC以上の年
にその発生が多 くみ ちかる,
文 献
江脱 戚 1951.水u]碓Il-Lとしての野生L='ェに蜘する研究.Ⅱ 水u]野生ビ-の形態学的研究.日
作拙 20:15-18,
-/l;原 瀬,1954. ノヒエの生市と肥料湿分 ･土吹払 仁,水田雑草ノヒエの防除に鵬する研究 (山林
省拙文改良局研究部削):3-4.
笠原安東 1932.L捌t]6年新捌 .71-中柵原掛JtJに於ける早稲山崎耶気負開陳による不稔現象に就き
ての考祭.地学研究 19:153166.
小池･,'JB平.1942.新捌7㌔下に肘 ナる水稲 l~抱F)枇｣の児生に鈍いT.出演及幽去 17:6001602.
永松士己 1952.水圧Ⅰ野生ヒエの塩生膳半的研究.(解4繊)水田野生ヒエの主要相性の変異につ
いて.酎乍?.L120:2411242.
西 克久.1968 水稲不肌担成増Luにおけ,Lヒメタイヌt='ェ(Echmochloacrus-galliBEAUV.Var'.
KasahL7-L76OItWl)の個体別生母hi･と他血について.比学研究 52:111-121.
西 克久.1976, ノビ-とイネの塊m生育にI父け る研究.笥5報 ノビ-とイネの多段他の発生に
つい{.雑榊dr究 21:(別ilL)21-23.
坂元威明 ･江藤博六 ･中塚浩二.1LJ68.r榊UL12J'F一水稲にみられた品位分けつ拙 (二段槻)につい
て.日本作物学会九州文[1S仝俄射3Oi=134-3,5.
寺借株栃,1935.水稲に於ける俗称 ｢抱り弛｣の発生に就いて.日作紀 7:1541162,
等手引馳ブ 1937 水稲の抱り他に就いて (綻純) 円作紀 9:176-182.
等持保誘.1944.,5日処理による抱り粗の誘発に就いて 出講及園芸 19133-34.
山本地雷 ･Jil'Il､達夫.1944,水糸門の発育上り各伽 こ於けるJヨ長波応度に就いて.日('F紀 15:185-
193
山脇孝博･仙本邦札 1977 タイ=<ヒエの′LIf】ご特性にL泣け る研究-高位節分けつと群落榊道との
閑地について.維/l欄｢兜 22(別FTJ)･4{)-51.
190 曲 学 研 究
